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中播磨地域 2011年地域活動報告 

１．喘息死に関する実態調査 

  【目的】 尐数ながら、毎年起こっている喘息死の現状を把握し、今後の対策に活           

かす。 

  【方法】 姫路市医師会会員へのアンケートの送付。 

 

２．休日・夜間急病センターへの吸入ステロイドの導入 

  【目的】 喘息急性増悪患者の主たるアクセス先である同センターにおいては、初期
治療後の患者を適切にフォローアップできる体制作りが必要である。 

   近年の報告では、発作直後に吸入ステロイドを処方することで、その後の治療継   

続率が向上し入院リスク等の低減をもたらすことが示唆されている。 

 

３．小グループ勉強会の企画 

   【目的】 ６人程度（１０人未満）の非専門の先生を集めて、長引く咳・軽症喘息に関
する小グループ勉強会を繰り返し、啓発を行う。 



中播磨地域 今後の活動予定 

『姫路市休日・夜間急病センターにおける 

喘息発作患者 再受診調査』 

 
実施要綱 

 

  兵庫県喘息死ゼロ作戦 

  中播磨地区喘息死ゼロ作戦推進委員会 

  

 

 



「喘息発作再受診報告ハガキ」作成の目的 

救急受診した喘息患者が、医療機関を再受診
し、吸入ステロイド薬等が処方されているかを把
握することを目的とします 

  (かかりつけの医療機関で喘息治療を継続することは、
喘息死を防ぐために非常に重要なことです) 

また、このハガキを受け取られた患者の喘息治
療に対する意識が向上し、喘息発作での救急
外来受診率が減少することを期待しております 

 

  



 

① ②（裏）

③ ④

②（表）



調査予定症例数と対象患者 

 
 100例以上 

喘息発作で姫路市休日・夜間急病センターへ受診した喘息
患者を対象とします 

 （5歳以下の場合は喘鳴ありを喘息発作とします） 

 

 調査期間と調査方法 

 2012年4月 ～ 2013年3月(12カ月) 

喘息発作で急病センターに受診した全ての喘息患者に、窓
口精算時に、窓口受付より下記資料①～④の入ったファイル
を渡していただき、かかりつけの医療機関を受診時に③と④
を主治医に渡すように説明して頂きます。主治医の先生には
、④の「喘息発作再受診報告ハガキ」に必要事項を記入し、
中播磨地区喘息死ゼロ作戦推進委員会事務局 寺田内科呼
吸器科宛てに返送して頂きます。 

 


